
令和２年度 長崎県立口加高等学校 学校評価表

本 校 教 育 方 針 新 し い 時 代 を 逞 し く 切 り 開 く 知 ・ 徳 ・ 体 の 調 和 の と れ た 人 間 の 育 成 を 図 り 、

郷 土 や 国 際 社 会 に 貢 献 で き る 有 為 な 若 人 の 育 成 を 目 指 す 。

（ １ ） 自 律 の 心 で 自 分 の 意 志 や 判 断 に よ っ て 行 動 す る 生 徒 【 主 体 性 】

目 指 す 生 徒 像 （ ２ ） 利 他 の 心 で 公 共 の た め に 他 者 と 協 力 ・ 活 動 す る 生 徒 【 協 働 性 】

（ ３ ） 寛 容 の 心 で 他 者 の 価 値 観 を 尊 重 し 多 様 性 を 受 容 す る 生 徒 【 多 様 性 】

（ １ ） 全 体 的 に は 適 切 な 指 導 が 行 わ れ 、 一 定 の 成 果 を 上 げ て い る 。

前 年 度 の 成 果 と 課 題 （ ２ ） 職 員 研 修 の 自 己 評 価 が や や 低 い 。 大 学 ・ 短 大 ・ 専 門 学 校 等 へ の 進 学 、 福

祉 系 ・ 公 務 員 を 含 む 就 職 な ど 、 多 様 な 進 路 志 望 を 持 つ 生 徒 に 対 応 で き る 指

導 体 制 の 整 備 と 共 に 、 進 路 実 現 に 必 要 な 学 力 を つ け る 授 業 力 の 向 上 に 力 を

入 れ る 必 要 が あ る 。

（ ３ ） 授 業 力 向 上 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト を 企 画 ・ 実 行 す る 。

（ ４ ） 引 き 続 き 、 広 報 活 動 と 生 徒 募 集 に 力 を 入 れ 、 生 徒 数 を 確 保 す る 必 要 が あ

る 。

（ １ ） 信 頼 さ れ る 学 校 の 確 立 （ ４ ） 品 性 あ る 生 徒 の 育 成

努 力 目 標 （ ２ ） 確 か な 学 力 の 保 証 と 進 路 の 実 現 （ ５ ） 文 化 ・ 体 育 活 動 の 振 興

（ ３ ） 豊 か な 心 の 育 成 （ ６ ） 保 健 ・ 環 境 美 化 の 充 実













【総評】

（１）生徒・保護者の評価

評価の結果 〇生徒によるアンケート結果は17項目中14項目、保護者によるアンケート結果は17項目中3項目で昨年度より

（課題と問題点） 評価が高くなった。保護者によるアンケート結果については、新型コロナウィルス感染症防止のために行事

を縮小・削減したため、保護者が来校して学校や生徒の様子を直接目にする場面が少なくなったことも影響

していると思われる。

〇主権者教育、環境教育については毎年低い評価となっている。

〇施設の安全・美化についても評価が低いが、施設の古さが評価に影響している。また、生徒数減に伴い校内

の清掃も行き届かない場所がある。

（２）職員の自己評価

〇授業力向上などについて職員研修の充実が必要である。年度当初から今年度の課題としていたが、臨時休業

時の学習の保障と、一人一台端末の導入に対応するため、遠隔授業を含むICTの活用に研修の方向を変更せ

ざるを得なかった。

〇多様な進路希望に対応できる科・コース・クラスの設置を進めてきた。それぞれの特徴を活かしながら計画

的な進路指導体制を確立する必要がある。

（１）次年度も、感染症対策には細心の注意を払いつつ教育活動を維持できるよう努力する。

来年度の改善策 （２）主権者教育・環境教育については、限られた時間の中で成果を上げることができるように指導の内容を見

直す。

（３）施設・設備については県に必要な改修を要望する。清掃活動については、日頃から清掃する場所を定期的

にローテーションして美化に取り組むなどの工夫を行う。

（４）研究授業や校外の研修への参加を促し、授業力向上を目指す。ICTの活用については引き続きプロジェク

トチームを中心に研究と研修を進める。

（５）次年度は特進クラスとしてのグローカルコースと福祉科が３学年そろい、普通科普通コース(名称変更予定)、

生活創造コースも含めて新たなスタートを切る。各科・コースの特色に応じた授業計画、補習や模擬試験の

実施計画、就職・公務員の指導計画、福祉科の国家試験取得指導計画を、３年間を見通して策定する。


